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ElizabethGaskellの短編小説‘TheSquire，sStory，，（1853）は、Charles

Dickensの依頼を受けて、彼の主宰する週刊誌HOusehoZdWmZsのクリスマス

特別号（1853年12月19日発行）に掲載された（Bonaparte51;Chadwick38，

195;Easson26qSanders60;Sharpsl87;Storey62,140,142,221;Ward

xxxii)。

“Ｉｗｏｎ，tgiveanyoutline・Becauseanythingthatyouliketowriteinthe

wayofstory-telling．．、willpleaseme・Alllsay,is,itissupposedtobetold

bysomebodyattheXmasFireSide.．．、ＡｎｄｉｔｎｅｅｄｎｏｔｂｅａｂｏｕｔＸｍａｓａｎｄ

winter,anditneednothaveamoral,,（Dickens，slettertoMrs､Gaskellon

l9Septemberl853（Storeyl51)）とのDickensの要請に沿って書かれたせい

か、この作品は、moralらしいmoralを含んでおらず、強いてそれを読み込も

うとすると、曲解の弊に陥る恐れがある。

従って本稿では、上述のDickensの要請と、「クリスマスの夜、暖炉を囲んで

ぞっとするような話をして聞き手を怖がらせることは、一種の楽しみであった」

(Bacigalupol64;Chadwickl95;Easson219）という当時の習慣を考慮して、
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《主題（moral）》を探ることは敢えてせず、「作者は、読者の恐』怖心を煽るた

めに、いかなる工夫を施しているか」という観点から、《構造》面の解析をめ

ざすことで、筆者なりの作品論を提供することにしたい。

まず、「Ⅱ．場面設定の解明」で、筋の流れに基づいて場面を特定し、作

者がsuspenseを構築していく過程を吟味する。

次に、「Ⅲ．登場人物の分析」では、主な登場人物がsuspense構築のため

に果たしている役割について考える。

「Ⅳ．主筋と副筋」では、作品中最も言及が多くて筋の展開上の基盤とな

っている「狩り」と「SquireHearnの不幸」の描写を、「各々がsuspense構築

にどのような役割を果たしているか」という観点から考察しながら、副筋の存

在を指摘する。

最後に、Ⅳ．結」で、以上の分析を基に、「読者の恐怖心を煽るために作

者が施した工夫」を整理し、作者が意図した作品構造を明らかにする。

Ⅱ場面設定の解明

Dickensの要請通りの作品をMrs・Gaskellが書いたとすれば、彼女は「読者

を怖がらせること」を執筆の目的にしたはずであり、その目的を最も効果的に

果たすための工夫をしているはずである（残念ながら、序章で引用したDick‐

ensの手紙に前後するDickens宛のMrsGaskellの手紙は、彼女の書簡集には見

当たらない。しかしながら、Mrs・Gaskellの寄稿に謝意を伝えるDickensの手

紙は残っており（"Iwanttothankyou,cordially,simply,andafYbctionately，

fbryourvaluableaidtoHouseholdWords．．．、Ihavereadwhatyouhave

writtentherewithtrueinterestandemotion；butlhavefbltthespirit

whichinduｃｅｄｙｏｕｔｏｗｒｉｔｅｉｔ,ｅｖｅｎmore，，（ToMrsGaskellon2January

l854(Storey235))、その内容から、‘TheSquire'sStoly，，が彼の要請に適っ

たものであったことが推察できる。また、「恐怖物語」の寄稿を依頼するDick-

ensの手紙からも、この作品が“ghostly,’な性質を帯びたものであることが推

論できる（ToMrs､Gaskellonl3Aprill853(Storey62))。この前提に基づ

いて、筋の流れを綿密にたどってみると、作者が読者の恐怖心を煽るために、
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計画的にｓｕｓｐｅｎｓｅを構築していることが分かる（ついでながら、“Ｔｈｅ

Ｓｑｍｒｅ，sStoly,，とは、‘`[EveIycontIibutor，stale］issupposedtobetO1dby

somebodyattheXmasFireside，,（Storeyl51).というDickensの編集方針に従

ってつけられたもので、「地主が語る物語」の意味（Bacigalupol64-65；

Sharpsl88)。主人公RobinsonHigginsが地主を装っていたことを捕らえて、

｢地主Higginsの物語」（Easson216）とするのは誤解であろう)。

図１：MainCharactersin“TheSquire，sStory,，

◆BarfbrdPerbyshire◆

《LevisonHall》
｢￣

◇＝◇◇＝◇ earn(dead）SquireHearn Mrs・Ｈ

thebaronet

sisterａ

《WhiteHouse》GodfreyMerton

（magistrate） Nathaniel hiswifb

MissJessyPratt………￣

Peggy（herservant）

JohnDodgeon（attorney）－

Ｍr,Davis（Dissentingminister）

IsaacWormeley（oldhuntsman）…

SirHarryManley

(masterofthehounds）

Ｍｒ・JonesUawyer，sclerk）

RobinBon

Higgins

＝Catheline

tｈｅｏｌｄｗｏｍａｎｉｎＢａｔｈ
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結論を先に述べることになるが、筋の展開に応じて場面を特定してみると、

作者は、①場面を頻繁に切り替え、②「起承転結」構造を導入する、という二

つの工夫を凝らしていることが明らかになる（｢表１：AChmmologyofmⅡe

SquirC，SStmy，，」は、その結果を整理したものであり、本章の総括であると同

時に、次章以降の論の展開にもかかわるものだから、これから後、随時参照し

ていただければ幸いである。但し、作品中の曰付には杜撰なところがあり、第

一場面の記述どおりに1769年を起点として筋を追っていくと、Higginsの処刑

が第十場面にある1775年とはならないことを申し添えておく。尚、「図１：

MainCharacterSin‘ｍｍｅＳｍＺ℃，ｇＳｔｍＤ/，」も、折に触れてご覧いただきた

い)。以下、各場面の内容を簡潔に説明することによって、上記の結論を得た

根拠を述べることにする。

1．第一場面（532頁第１段落～534頁第２段落;約25頁）

この場面の内容は、“Intheyearl769,thelittletownofBarfbrdwas

thrownintoastateofgreatexcitementbytheintelligencethatagentleman

(and“quitethegentleman,，,saidthelandlord[Saunders]ｏｆthe‘`George

lnn，，）,hadbeenlookingatMr・C1avering，soldhouse・'’１という冒頭の一文

に要約されている。

‘`WhiteHouse',という貸家を下見に来たRobinsonHigginsは、“Thegen‐

tlemanwastall,well-dressed,handsome;buttherewasasinistercoldlook

inhisquick-glancing,lightblueeye,whichakeenobservermightnothave

liked,，（533)．と描写され、しかも、その直後に“Therewerenokeenob‐

serversamongtheboysandill-conditionedgapinggirls［whosurrounded

him]”（533)．という記述が用意されている。前文で喚起された、“thekeenest

observer，’であるはずの読者のHigginsの人となりに関する好奇心は、後文の

記述によって倍増する。

続けて、「自分に群がる子供たちを、あつく熱した硬貨を握らせて懲らしめ

る」という彼の残忍性を紹介した後、作者は‘`ｍｈｅｕｎｅａｓｙｗｏｎｄｅｒａｓｔｏ

ｗｈｏｔｈｉｓＭｒＲｏbinsonHigginscouldbe,filledtheclerk，ｓ[MrJone，s]ｍｉｎｄ
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表１：AC11ronoIogyOf“mneSquire，sStory”

５

■＃
主な配述内容 該当頁数

１１７６９

(OBarfbrd郊外にあるWhiteHouseの紹介

(mRobinsonHigginsという紳士が、その館
を下見に来た時の様子

2.5

(532）

(OHigginsは、Barfbrdの地主たちとの狩猟で
活躍し、SirHalTvManlevの信頼を得る

一年後

（536）

(ｲ)HigEinsはBalfbHd社会に溶け込み、Squire
Hearnの娘Catherineと恋をする

｜￣

’’

'5１
(ｲH-IigginsとCatherineの駆け落ち

(ﾛ)SquireHearnの嘆きとNathanielの詰問
(ﾉﾘHiggins夫妻の評判があがる

6.0

1770
～

1774

(543）

川’
(OMissJessyPratt登場
nHigginsが地代の集金から帰った後数日間
は決まって痛飲する、という噂

(ｲ)狩りの最中、狐を追って新邸を訪ねてき

た地主たちを、Barfordの弁護士John

Dudgeonはもてなす。その際、Higgins
に金庫の隠し場所を教える。

ｏｎｅｄａｙ

（540） 540(4)－

４３(2)
1774 3.0

(ｲ)MrDudgeonの金庫が盗まれる

盗難事件か

ら二年後、

Higginsの

結婚から七

年後の火曜

日（543）

(ｲ)Georgelnnにて、HigginsがMrDavisに
Ｂａｔｈで老婆が殺された話をする

543(3)－

４７(1)
3.5

1776

(ｲ)MrDavisがMissPrattに昨夜Higginsから
聞いた殺人事件の話をする

(OMissPrattと、彼女のいとこでmagistrate

のGodfiPeyMertonとの会話を通して、殺
人事件の新犯人が浮かび上がる

2.0

(O事件の真相

nHigginsがDerbvで処刑される

(Oその後のCatherineとSquireHearn 549(3)－

５０(2)
1.0

(ｲ)つい先日、Higgins夫妻が住んでいた
WhiteHouseを見てきた、と語り手が語る

※頁数はGaskell,E1izabeth“TheSquire'８Story.，，、/ieWb7ﾙｓｏ/Ｍ７．８.ＧａｓＭＺ．

1906.ＶＯＬ２ＮｅｗＹＯＩｋ:ＡＭＳＰｒｅ８ｓ,1972.532-50.による。尚、「該当頁」欄の引照頁

後の丸括弧内の数字は、段落を表す。即ち、頁（段落)。
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longafterMrHiggins,Ｍｒ､Higgins'sservants,ａｎｄＭｒ,Higgins，sstudhad

takenpossessionoftheWhiteHouse,，（534)．という文を挿入する。このＭｒ，

Jonesの“uneasywonder'’は、読者の“Wonder,，そのものである。

こうして、「Higginsとは一体どういう人物なのか」という読者の不安を盛り

上げてから（SeeBacigalupol66)、作者は場面を変える。

２第二場面（534頁第３段落～536頁第５段落;約20頁）

次の場面は、‘WhiteHouse,，の借家人となったHigginsが、Barfbrdの地主

たちとの狩猟で活躍し、狩猟仲間のリーダーであるSirHarlyManleyの愛顧を

得るまでを描いている。

このSirHarryという人物は、人間の価値を「その人の騎乗姿が美しいか否

か」で決めることを信条とする男なのだが、この設定は、作品の構成上、次の

二つの点で重要である。第一に、このおかげで、「SirHarryの信頼を得たから

と言って、Higginsの人間性が保証されたことには必ずしもならない」ことに

なり、Higginsの正体を依然として謎のままにしておくことが出来る点。第二

に、この設定は、第三場面、第四場面、第十場面と続く「SquireHearnの不

幸」を中心とする副筋（これについては、「Ⅳ．主筋と副筋」で詳述する）

の起点となっている点（第三場面で、SirHarIyのHiggins評を鵜呑みにするこ

とが、SquireHeamの苦悩のきっかけとなる)。

ここで作者は、suspenseの構築を進める一方、単なる「恐怖物語」で終わら

せないための工夫を施した訳である。

３第三場面（536頁第６段落～538頁第１段落;約15頁）

ここから一年後の描写になるので、前場面と区別する。

「愛する娘CatherineがBarfbrdの狩猟仲間の人気者となったHigginsと親密

になっていくのを心配して、SquireHearnがSirHarryにHigginsの人となり

を確かめる」というのが、この場面の主たる内容である。SirHarryにHiggins

の人柄について太鼓判を押された後のSquireHearnを、作者は‘`Squire

Hearnneverthoughtofaskinｇｔｈｅｇｒｏｕｎｄｓｆｂｒｈｉｓｏｌｄｆｉ｢iend,ｓｏｐｉｎｉｏｎｏｆ
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Ｍｒ・Higgins;ｉｔｈａｄｂｅｅｎｇｗｅｎｗｉｔｈｔｏｏｍｕｃｈｅａｒｎｅｓtnessfbranydoubtsto

crosstheoldman,ｓｍｉｎｄａｓｔｏｔｈｅｐｏｓｓｉｂｉｌｉｔｙｏｆｉｔｓｎｏtbeingwellfbunded”

(537).と記述している。

こうしてHigginsの正体についての謎は更に深まる。同時に、第十場面での

｢SquireHearnの後悔」に至る伏線が張られる。

４．第四場面（538頁第２段落～539頁第２段落;約15頁）

前場面からしばらく時間が経ったある曰、CatherineがHigginsと駆け落ちし

たことが発覚する。Higginsがそのような挙動に出たのは、Bacigalupoがいみ

じくも指摘しているように、「自分について正式に調査されては不都合だから」

("[When]HigginsandCatherineHearnelope-apparentlywithoutreason

sincetheirmatchisfavoredbySquireHearn-thereader'sunconfirmed

suspicionisthatHigginssuggestedtheelopementtocircumventafbrmal

investigationintohisbackground，，（163).）であろうから、彼の人となりに

関する読者の疑惑はいや増すことになる。

続いて、SquireHearnの嘆き、Nathanielによる父親の詰問、SquireHearn

の弁解、Hearn家の家族関係が気まずくなったこと、Higgins夫妻がBarfbrdで

人気を博していること、などが語られ、「SquireHearnの苦悩」に描写の中心

が移る。

この場面も、第三場面と同様、suspenseを高めながら、登場人物の人間模様

を描いている。

５第五場面（539頁第３段落～540頁第３段落;約10頁）

この場面には、第九場面でHigginsが老婆殺人の犯人であることを突きとめ

ることになる老女MissJessyPrattが登場する。“MissPratt．．、wasthe

thominthepopularMr・Higgins'ｓside，，（540).という記述には、彼女が、こ

れからの筋の展開上特異な地位を占める可能性がほのめかされている。

①「普段は人並み以上に節制しているHigginsが、地代を集金して戻ってき

た後数曰間に限って痛飲する」という描写、しかも、②その理由を説明した
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"Thatunusualexertion［ofvisitinghisestatesintheSouthtocollecthis

rents]ａｎｄfatigue．．、seemedtorequ1resomestrangeexcesstocompensate

fbrit，,（540;emphasisadded)．という文に‘`seemed”を使って、理由を明言

するのを避けたこと、更に③“[R]umourswentthroughthetownthathe

shuthimselfup,anddrankenormouslyfbrsomedaysafterhisreturn・Ｂｕｔ

noonewasadmittedtotheseorgies，，（540)．と記述して、痛飲の真相を暖昧

にしたこと－最終段落のこのような工夫によって、読者は否応なく留守中の

Higginsの行動に疑義を抱かざるを得なくなる。

６．第六場面（540頁第４段落～543頁第２段落;約30頁）

ここは、狐を追って新邸を訪ねてきた地主たちを、“theattorneyofBar‐

fbrd,andtheagentfbrallthecountyfnmiliesabout，，（541)であるMrJohn

Dudgeonが、もてなす場面である。仕事柄、経済状態をはじめとする地主たち

の家庭の事`情を熟知していながらも、社会的身分は地主の下であった“attor‐

ney,,（弁護士）の微妙な立場を描いている（Duthie47-48)。

「suspense構築」の観点から注目すべきは、彼がHigginsに金庫の隠し場所

を教え、それが二週間後に何者かによって盗まれた、ということである。

JohnDudgeonという人物は、後述の「表２：‘ｍ１ｅＳｑｐｉｍ，sSto回/’における

主な登場人物の場面別言及回数」「表Ｓ：‘mneSquin巴，ｓＳｔｍＤ/’における主な

登場人物の場面別頁当たり言及頻度」および「図２：‘mneSqUire，sStory，’

における主要人物の場面別頁当たり旨及頻度グラフ」などから分かるように、

この場面以外には登場しない。この、いわば《DudgeonEpisode》とでも言う

べきものを挿入した作者の意図は、「Higginsの正体を明らかにし始める『転」

部段階へ進む前に、彼の正体をほのめかす」ことにある。

地主たちを新邸に迎えた時のMmDudgeonの心境を、作者は“Hebore

withoutwincingtheentranceofthedirtybootsintohisexquisitelyclean

rooms；ｈｅｏｎｌｙｆｂｌｔｇｒａｔｅｆＵｌｆｂｒｔｈｅｃａｒｅｗｉthwhichMr、Higginsstrode

about,laboriouslyandnoiselesslymovlnｇｏｎｔｈｅｔｉｐｏｆｈｉｓｔｏｅｓ,ａｓｈｅｒｅｃｏｎ‐

noiteredtheroomswithacurlouseye,,（542)．と記している。ここで作者は、
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｢Higginsは、他の地主と違って、思いやりのある人物である」という印象を読

者に与えた直後に、“[Ｈ]ereconnoiteredtheroomswithacurlouseye.”とい

う文を添え（①)、また、Ｍｒ・Dudgeonに案内されて－階の部屋を見て回る

Higginsについて、‘`[T]heycareM1yinspectedalltheground-noorrooms
ll

(542)．と書いている（②)。そして、“reconnoitered，，とか“inspected，,など

という動詞を使って、Higginsが部屋の間取りを頭に入れていることを強調し

た後、「貴重品の置き場は事務所でなく新邸であると、MrDudgeonがHiggins

に教えた」ことを、わざわざ括弧付きで述べている（`TA]1thoughhisoffice

wasinBalfbrd,ｈｅｋｅｐｔ(ａｓハｅ、/ｂｍｚｅｄＭ・H2ggj"s)whatwasthemost

valuablehere，，（542;emphasisadded).）（③)。しかも、隠し部屋の窓を明け

る仕掛けを知っているのは、MrDudgeon自身と‘`afbwofhismo8tmtimate

fTiends,towhomhehadproudlyshownit”（543)だけである（④)。こうし

て、作者は、窃盗犯がHigginsであることを、四度にわたって示唆しているの

である。

一方、上の段落の冒頭で触れた「Higginsの思いやり」や、「Higginsは窃盗

の容疑者を取り調べた裁判官の一人であった」という設定、あるいは「事件後、

HigginsがＭｒ・Dudgeonをからかった」という記述の挿入などは、「Higginsは

盗難事件とは無関係」という印象を読者に与えるための工夫である。第六場面

の段階でHigginsの正体を明らかにし過ぎては、不都合だからである。

作者がこうして読者の心理を操作しているのが、お分かりいただけるだろう

か。

７．第七場面（543頁第３段落～547頁第１段落;約35頁）

「Higginsという紳士がBarfbrdにやって来た」ことを述べた第一場面を物語

の導入部「起｣、「彼とBarfbrdの人々との交わり」を描いた第二～第六場面を

｢承」とすれば、「老婆殺人事件」という、これまでの筋の流れとは全く違った

話題について述べる第七～九場面は、「転」部ということになろう。

この場面にも、「Higginsの正体」に関するsuspenseを高めるための工夫と

同時に、「人間ドラマ」を描き込む意図が隠されている。
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前者に関しては、①Higginsの語り口が、まるで自分が殺人現場にいたかの

ように、生々しいこと（だから、聞き手のＭｒ、Davisが、怖じ気づいて、“I

hardlyliketoleavethiswalrn,lightroomandgooutintothedarknessafter

hearingit[Higgins'sawfUlstory]，，（546).と言う)、および、②事件の様子を

語りながら、‘`Ｏｈ,God1MrDavis,Ioncedreamt,whenlwasalittle,inno-

centboy,ｔｈａｔｌｓｈｏｕｌｄｃｏｍｍｉｔａｃｒｉｍｅｌｉｋｅｔｈｉｓ,andlwakenedupcIying；
，，

andmymothercolnfbrtedme-thatisｔｈｅｖｅｒｙｒｅａｓｏｎｌｔｒｅｍｂｌｅｓｏｎｏｗ

(546)．と、Higginsが動揺すること（この科白は、殺人犯と自分が同一人であ

ることを、無意識裡に吐露したものである)、この二点によって、彼が老婆殺

人の犯人である可能性を作者は読者に提示している。

後者に関しては、①Higginsには、「貫欲で偽善的な老婆に天詠を下す」とい

う切実な動機があったこと（545-46）（Bonaparteは、『罪と罰』（1866）の主

人公ラスコーリニコフの心理を援用しながら、「Higginsが老婆宅に押し入った

のは義憤からである」と説明している（51-52))、②話の相手が牧師である上、

Higginsは自分の行為を悔いているから（``Ishouldnotwonder,Ｍｒ・Davis-I

shouldnotwonderifherepentedafterall，anddidbitterpenancefbrhis

crlme;andifso-willtherebemercyfbrhimatthelastday?，,（546))、老婆

殺人事件をMrDavisに語ることは、Higginsが牧師に罪を繊悔しているのと同

じであること（Bacigalupo(168）とDuthie(145)は、「彼がMrDavisに殺人事

件を語るのは、良心の痛みがあったからである」と言っている（もっとも、

「ここでHigginsが良心の痛みを感じるのは不自然」と反論する批評もある

(Easson216)))、更に、③Higginsの善性を吐露した“Ialwaysgivetothe

poor,fbroncelreadintheBiblethat‘Charitycoverthamultitudeofsins，,，

(545)．という科白（そう言えばHigginsは、Barfbrdの子供たちにお金をばらい

たし（533-34)、教会の貧しい人々のために多額の寄付をした（540)）－以

上三点に、Higginsの人間性を浮き彫りにしようとする作者の意図が見られる

（この場面の「Higgins像描写の巧みさ」を指摘して、ＣｈａｄｗｉｃｋがMrs・

GaskeUを誉めている（39)）。

つまり、この場面に描かれた良心の呵責混じりのHigginsの克明な心理は、
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犯人が彼であることを示唆すると同時に、彼の人間性を明らかにすることによ

って、単なる恐怖物語以上の膨らみを作品に持たせているのである。

８．第八場面（547頁第２段落～第１O段落;約10頁）

翌日、MrDavisは、Higginsから聞いた話を、MissPrattに伝える。

一頁足らずの短い場面ではあるが、作者はここでもsuspenseの構築に余念が

ない。まず、①MissPrattの境遇を殺された老婆のそれと似せることによって、

故意に読者の意識を撹乱しようとする。実際、この設定はこれまでの展開にも

これからの展開にも絡んでおらず、まさにその目的のためだけの設定である、

と言える。次に、②Ｍｒ・Davisの話を聞いたMissPrattが出す“grunt”（豚の

鳴き声のような音）は、彼女の“suspicionsofMr・Higgins，,を込めたもので

ある、と記していること（547)。第五場面で“thethorninthepopularMr・

Higgins，sside”（540）と記された彼女の仕草だけに、この記述によってHig‐

ginsの話の信懸性に疑義がはさまれていることになる。同時に、彼の正体に関

するsuspicionsを暴く次場面での彼女の役割を、自ら匂わせたものになってい

る。

9．第九場面（547頁第11段落～549頁第２段落;約1.0頁）

場面は、MissPrattの従兄弟GodfreyMerton宅に移る。現場に残された手紙

の切れ端の文字を頼りに、彼女が真犯人を突き止める。NathanielHeamが犯

人であるかのような一節を一旦設けた（548）のは、最後の最後までsuspense

を保持しようとする作者の工夫である。

この場面には、「犯行に及ぶ直前にHigginsがginger-wineを飲み、飲み口の

栓にわざわざ証拠となるような手紙の切れ端を巻き付ける」という筋の運びに

ついて、不自然さを指摘する批評がある（Sharpsl89)。一方、これは彼の豪

気さを示す行動である、とする見解もある（Bacigalupol69)。

10．第十場面（549頁第３段落～550頁第２段落;約10頁）

第一段落で、Higginsがhighwaymanであって、老婆殺人の犯人であること
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が明らかにされる。これで「suspenseの構築」を目的とする主筋は終わる

("Thenarrator，sapproachthroughoutthestoIyistoarousethereader,s

suspicionagainstHigginsbyprovidingcircumstantialcluestohistrueiden‐

tityandbyinterspersingiromchmtsregardinghisnefnriousoccupation.,，

とするBacigalupoの指摘は的を得ている(167))。

第二・第三段落で、Higginsが処刑される前後のCatherineとSquireHearn

の様子を描いたのは、「SquireHearnの苦悩」を中心とする「人間ドラマ」の

描写（副筋）をも終える必要があったからである。

以上、suspenseが構築される様を検証しながら、筋の展開に応じて場面を特

定してきた。これによって明らかになったことを整理すると次の三点になる。

作者は、「Higginsの正体」に関するsuspenseの維持を図ろために、筋の構

成上、二つの工夫を施している。即ち、

（１）場面を頻繁に切り替えること、

（２）「起承転結」構造を導入すること。

作者は約18頁の短編の中に、十の場面を設定している。つまり、一場面当た

り約18頁の割合で場面を切り替えているのである（表２．表Ｓ参照)。こうし

て筋の展開を迅速にすることにより、読者を退屈させないようにし、それらを

suspenseの維持に寄与させている。また、作者は、第一場面を「起｣、第二～

第六場面を「承｣、第七～第九場面を「転｣、そして第十場面を「結」と想定で

きるように作品を構成している。「起承転結」構造は叙述の基本である以上、

筋の展開に関する読者の期待感が操作し易くなり、従って、suspense構築には

好都合な方法なのである。

更に、場面を特定していくうちに分かった構造上の三つ目の特徴として、

（３）「SquireHeamの苦悩」を中心とする副筋を挿入していること

を指摘しておかなければならない。この工夫が物語に膨らみを持たせているこ

とについては、「Ⅳ．主筋と副筋」で詳述する。

Ⅲ．登場人物の分析
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作者は、登場人物を創造するに当たり、suspense構築にどのように資させて

いるだろうか。

この問題を検討するために、主な登場人物が作品中何度言及されるかを場面

別に累計してみた。その結果が、「表２：mmeSquiZ巴，ｓＳｔｏ呵/’における主な

登場人物の場面別言及回数」である。言及度合いを更に正確に把握するために、

｢表２」の結果を各場面の頁数で割り、場面ごとの言及頻度を求めたものが

｢表Ｓ：‘meSquiZ℃，sStm了における主な登場人物の場面別頁当たり貫及頻

度」である。そして、その結果を視覚化したものが「図２：“TheSqUire，s

Story,’における主要人物の場面別頁当たり言及頻度グラフ」である。

これらの図表を一覧して、主人公Higgins以外の登場人物は、次の三種類に

分類することが可能であることがお分かりいただけるであろう。即ち、

（a）一度登場した限りで消えて行き、しかも言及回数が少ない人物（Mn

Clavering,MrJones，SirHarryManley，IsaacWormeley，Godfrey

Merton)、

（b）一度登場した後再登場し、しかも言及回数が多い人物（Squire

Heam,Catherine,MDavis,JessyPratt)、

（c）上記のいずれにも属さない人物（Nathaniel,JohnDudgeon)。

以下、それぞれのグループごとに登場人物の存在意義について考察し、作者

の作為を探ることにする。

まず、（a）グループについて。このグループの人物は、①自分の役割を演じ

るためだけに物語に登場し、その役割を終えると舞台から消えて行くこと、②

GodfreyMertonを除く全ての人物が、物語の第四場面まででその役割を全う

すること、という二つの特徴がある。

“WhiteHouse，，の貸し主Ｍｒ・Claveringは、Higginsという借り手が見つか

ると物語から消えるから、Higginsを物語に導入する役割を与えられている。

賃貸契約を委託された弁護士事務所の事務員MrJonesは、「Higginsの正体」

に関する読者の疑惑を代弁する（あるいは、「煽る｣)。それは、“[S]tilltheun‐

easywonderastowhothisMrRobinsonHigginscouldbe,filledtheclerk,s

mindlongafterMr・Higgins．．、hadtakenpossessionoftheWhiteHouse”
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"mneSquire，sStory，’における主な登場人物の場面別言及回数表２

忰暉》》》》州』》冊》岬》州
ｙ
ｙ

ｎ
ｍ

Ｏ
ｔ

噸
鯛
Ｍ
Ｍ

Ｏ
Ｏ

ｒ
ｍ
Ｓ

Ｊ
Ｇ

団
Ｉ

起
妬
Ⅳ
８
岨
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
０
０
０
１
１
３
３
０
旧

剛
魍
‐
団

珊
乃
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
函
‐
‐

０
２
１
６
４

３
９
０
３
１
５
１

旧
肥
１
１
４

６
５
３
５
７
６
２

結
川
旧
０
０
０
０
肥
旧
４
０
０
０
０

※本表は、Ga8kell,E1izabeth．“nleSquire,sStoIy.,,、/ｂｅＷＭ８ｓＯｆＭｓ・ＧａｓﾙeZZ．

VOL2.1906．NewYOIk:ＡＭＳPress,1972.532-50.における主な登場人物の場面別言

及回数を、固有名詞・代名詞などを基に、勘定したものである。

(534)．という記述で第一場面が締めくくられていることから、察することが出

来る。Barfbrdの狩猟仲間のリーダーSirHamyManleyには、mgginsをBarfbrd

社会に招き入れ、SquireHearnに彼の人格を信用させる役割が与えられてい

る。狩猟のベテランIsaacWormeley老人の役割は、Higginsの狩猟の上手さを

保証することである。これによって、HigginsはSirHarryに注目され、Bar-

fbrd社会に受け入れられる切符を手にすることになる。

これら四人の人物は、いずれも、これから物語がどう展開していくか分から

ない第四場面の段階で、登場し終えている。従って、読者は、これらの人物が

これからの筋にどうかかわってくるのか不明なまま、物語を読み進むことにな

る（読者は、作品を最後まで読んで初めて、上記四人が各々の使命を果たすた

めにだけ登場したことを知る)。これによって、読者の期待感は作者の操作に
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表Ｓ TheSqUire，sStory,'における主な登場人物の場面別頁当たり言及頻度

》》》』砺咄『』》冊》岬櫻楴
ｙ
ｙ

ｎ
ｍ

Ｏ
ｔ

ｏ
ｏ

ｒ
胆
Ｓ

Ｊ
Ｇ

３
Ｉ

起一川一幽剛歴山川ｒ－０工Ｉｌ０ｌ０ｌ０

０
０

０
０

８
８

１
５

１
１

０

転
Ｍ
Ｍ
０
０
０
０
０
０
０
７
０

１

３
５
９

３
別
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０

１

０
６
６
９
４
５
５
３
７
９
９
６
２

岨
Ⅲ
０
０
２
０
３
３
１
２
３
３
１

結
川
川
‐
‐
‐
‐
囮
仙
０
０
０
０

※本表は、Gaskell,Elizabeth“mleSquire,sStoZy."Ｔ/ZeWbrﾉﾋso/・M･S,GCzsMJ・ＶＯＬ

2.1906.NewYork:ＡＭＳPress,1972.532-50.における主な登場人物の場面別言及回数

を、各場面の頁数で割り、場面ごとの一頁当たりの言及頻度を求めたものである。

委ねられることになるから、suspense構築には大変好都合になる。

第八場面で初めて言及があり、主に第九場面で活躍する判事GodfreyMer‐

tonは、MissPrattに老婆殺人事件の犯人を発見させる手がかりを与える人物

である。この人物は、ことの顛末がほぼ分かった段階で登場するから、sus-

pense構築に資しているとは言えず、作者が上記の目的のためにだけ登場させ

た人物と考えざるを得ない。

（b）グループの人物は、（a）グループの人物と違って、物語の前半で登場し

た後、後半にも再登場することから、作品構成上、筋の展開により密接にかか

わっていることが想像できる。

SquireHearnは、素性のよく分からない男との結婚を娘に許した父親の苦

悩を体現している。第三場面に描かれた、恋する娘を心配する父親像。第四場

場面 ￣ ＝＝
￣ 四 五 六 七 八 九 十

合計

(回）

｢起承転結」構造 起 承 転 結

各場面の頁概数 1.5 1.5 1０ 10 1.0 1.0 18.0

RobinsonHiggins iＭ鰯 1剛
ⅢＴＴ．￣Ｍ’１

hlj10jO
,;１

--0

，Ｉ

麹ｿ’ |Wｉ鍬01
...ＩＦ.ｈ」

ⅡKMO)'｜
,當一ｉ

寂．

惣卿【;Ｉ
〒０ Ｌ

ii1）
、｡
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Mr・Jones ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

SirHaITyManley 0 125
Ｉ.

10A７ 2.0 ０ ０ ０ ０ ０ ０

IsaacWormeley ０ 45ｉ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 ０

SquireHearn ０ ０ ｉｆｉ蛎戯： k轤蟻」 ０ ０ ０ ０ 狐｢..,I

j.．，
I｡① (脇0

Catherine ０ ０ 川棚O露１
．－二輪.｡.｡？；・；＝Ｉ
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?:帷.::.響:当・.’

ウロ
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￣．.i：：.

l4jOli ０ ０ ０ ０ 3k０ 4０ 1.7

JessyPratt ０ ０ ０ 0 11830 ０ ０ 1剛Ｉ ＵＩ ０

MrDavis ０ 0 ０ ０ 20Ｉ
．Ｉ

０ ｌ６ｂ３１ 910； 鋤 ０

johnDudgeon ０ ０ ０ ０ ０ 21.7 ０ ０ 0 ０

Godfi.eｙ Merton ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
｜」．.・・・＝｜｝’

310IＬ Ⅲ1鋤’ ０ 1.2
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面に描写されている、娘の駆け落ちを知った父親の驚きと狼狽。そして、第十

場面の、娘を不幸に陥れた自分の不覚を責める姿。これらは、「Higginsの正体

を暴いていく」という主筋の背後にあって、登場人物の人間ドラマを活,性化し、

物語の内容を豊かにするものである。

彼の娘Catherineの、恋愛（第三場面)、駆け落ちと幸福な結婚生活（第四場

面)、処刑される夫への献身（第十場面)、などの描写も、SquireHearnの場

合と同様、恐怖物語の背後にある人間模様を浮き立たせ、作品に潤いを与える

ものである（もっとも、Duthieは、“[E]venthetrustingwifbandtheoldfbL‐

ther-in-lawaretoolightlysketchedtoinspiremuchsympathy，，（146)．とし、

二人の描き方に不満を呈しているけれども)。

MissPrattは、‘Ｂｕｔｔｈｅｒｅｉｓｓｏｍｅｏｎｅｔｏｍａｋｅｉｌｌ－ｎａｔuredremarks,and

drawill-naturedconclusionsfromvelysimplepremises,ineveryplace;and

inBarfbrdthisbirdofill-omenwasaMissPratt，，（539).という紹介のされ方

や、“thethorninthepopularMr・Higgins,sside，，（540）という位置づけから、

Higginsの生き方の妨げになる人物であることを予感させる。しかも、彼女は

"aDissenter,，（540）という設定であるため、キリスト教徒としての役割を担

っていることも予感させる（たとえば、「悪を憎む」「愛を説く」「信仰の模範

となる」など)。そして、その予測に違わず、Higginsが殺人犯であることを突

き止めることで、「悪を憎む人」としての役割を果たすのである。彼女が本能

的に抱くHigginsへの嫌悪感（539-40;547；“[Ｈ]ehasneverbeenafblvourite

ofmine，，（548)）は、「Higginsの人格を信頼することへの警鐘」として、作者

が読者に用意した工夫なのである。

“DissentingMinister，’としてのＭｒ・Davisの一番の役割は、老婆殺人事件

を語るHigginsの聞き手になることである。ここで彼は、奇しくも「罪人の徴

悔を聴く神父」と同じ立場に立たされている。二人をこのような関係に設定し

た作者の意図は、殺人の動機や、罪を悔いている様子、そしてHigginsの善性

などを明らかにして、Higginsの人間像を浮き彫りにすることにある。Ｍｒ・

Davisの二番目の役割は、Higginsから聞いた話をMissPrattに伝えることによっ

て、「殺人犯の特定」（つまり「Higginsの正体の追求｣）という主筋の進展を助
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けることである。

以上の考察から分かるように、（b）グループの四人には、「Higginsの正体を

明らかにしていく主筋」を補うべく用意された「Higginsを取り巻く人々の人

間模様を描く副筋」を構成する役割が与えられている、と言ってよい。

最後に（c）グループについて。

SquireHearnの長男Nathanielは、前半に登場した後、後半にも名前が出て

くるが、比較的言及頻度が少なく、Barfbrdの弁護士JohnDudgeonは、第六場

面きりの登場であるが、比較的言及頻度が多い。それは、各々次のような理由

によると考えられる。

Nathanielは、第四場面で、①SirHamyのHiggins評に痛烈な皮肉を浴びせ

ることで（``ConfbundSirHarry1Sothatamansitshishorsewell,SirHar‐

rycaresnothingaboutanythingelse，，（538).)、Higginsの人となりに関する

謎を深め、②妹夫婦との絶交宣言により父親を苦しめ、悪役になることで、

SquireHearnをめぐる人間模様の描写に寄与する。更に、③第九場面では、

殺人犯である可能性が一時的に示唆され、suspenseの行方を追っている読者を

攪乱する道具となり、④第十場面では、父親を冷遇する悪役に徹することで、

SquireHearnの哀れさを誘う。このように、Nathanielは「suspenseの構築」

(①③）と「人間ドラマの描写」（②④）の両面に渡って作品構造にかかわっ

ている訳だが、「人間ドラマ」の主役は、やはりSquireHearnであり、それ

には悪役として絡んでいるだけだから、結果的に言及頻度が少なくなってい

る。

JohnDudgeonは、①地主たちの経済状態を把握する立場にありながら、彼

らに頭の上がらない“attorney，，の複雑な立場を描き込むことによって、Bar‐

fbrdの住民生活の一部を紹介すること、②彼の金庫が盗まれるという事件を織

り込むことで、Higginsが犯人である可能性を示唆し、ひいてはsuspense構築

に資させること、の二つの役割を背負っている。そのために言及頻度が多くな

ったわけだが、第七場面に入ると一気にHigginsの正体が明らかにされるから

（｢転」部に入ってからは、約一週間でそれが分かる)、作者は彼を第七場面以

降もsuspense構築に使う必要がなくなったのである。
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以上の考察によって、作者が、①「suspense構築」のために、主な登場人物

一人一人にあらかじめ意図的に役割を与えていることと、②各々をその役割に

応じて、「suspense構築」だけではなく「人間ドラマの描写」にも寄与させん

としていることが、お分かりいただけたことと思う。

Ⅳ、主筋と副筋

これまでにも折に触れて述べてきたが、この作品には「副筋」が存在する。

本章では、作品中最も言及が多く、物語の背景となっていると言っても過言で

はない「狩猟の描写」と、二番目に言及が多い「SquireHearnの不幸をめぐ

る描写」に込められた作者の意図を探ることで、「主筋」と「副筋」の存在を

確認したいと思う。

まず、「狩猟の描写」の具体例を検証してみよう。

第一場面には、①``WhiteHouse，，の魅力は“capitalstables,，が付属して

いることである（532）とか、②“[Thehouse]wasinahuntingcounty”

(532)．というように、「狩り」または「狩り用の馬」に関する描写がある。第

二場面第一段落には、屋敷の借り手が見つかったことを喜んだＭｒ､C1avering

が、stablesを見事に改修した結果、“SincethedaysoftheRomanemperor，

neverwastheresuchprovisionmadeｆｂｒｔｈｅｃａｒｅ，thecomfbrt，andthe

healthofhorses,，（534).となったという記述があり、以降、この場面は狩猟の

描写一色である。第三場面には、“WhiteHouse，,に転居してきてから一年で、

Higginsは“themostpopularmemberoftheBarfbrdhunt,，（536）になり、

結婚相手の父親SquireHeamは、“anoldhuntingsquire，，（537）と紹介され

る。第四場面には、BarfbrdhuntsmenのリーダーであるSirHarIyを非難する

Nathanielの科白があり（538)、第五場面には、‘TMissPratt]didnothunt-

soMr,mggins,sadmirableridingdidnotcalloutheradmiration”（539)．と

いう一文がある。第六場面は、迷い込んだ狐を追ってBarfbrdhuntsmenが

JohnDudgeon邸を訪ねた時の話である。Higginsが老婆殺人事件をＭｒ・Davis
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に語る第七場面と、Ｍｒ､DavisがMissPrattにその話を伝える第八場面には、

狩猟への言及はなく、第九場面に、「Higginsが犯人とはとても考えられない。

狩猟仲間の一人だし、あの優しいSquireHearnの娘婿じゃないか」（"Itistoo

hornbletothinkofiamemberofthehunt-kindoldSquireHearn，sson-in‐

law1,,(548-49)）というGodfreyMertonの科白がある。第十場面にも、狩猟に

関する言及はない。

こうして「狩猟への言及」に着目して作品を振り返ってみると、作者は、前

半一杯（第一～第六場面)、物語の背景に「狩猟」を使い、後半（第七～第十

場面）では、第九場面のGodfreyMertonの科白の中でのみ「狩猟」に言及し

たことになる。こうするとGodfreyMertonの科白が際立つことになるが、そ

うすることによって得られる効果は、彼の期待に反してHigginsが真犯人だっ

た場合に生じる皮肉の強烈さ、である。

「Ｉ．序」で指摘したように、この作品の目的は「読者の恐'怖心を煽るこ

と」であるから、主筋は「Higginsの正体を暴くこと（つまり、suspenseの構

築)」を軸に展開している、と了解してさしつかえない。この前提に基づいて

｢狩猟への言及」が多いことの意味を探れば、物語の前半部で狩猟の達人とし

てのHigginsを読者に印象づけることによって、後半部のどんでん返しが一層

効果的になるよう工夫している、ということになる。作者は、「狩猟の描写」

をも「suspense構築」に利用している訳である。

「狩猟」の次に言及が多いのは、「SquireHearnの不幸」に関する描写であ

る。

SquireHearnには、第三場面での初登場以来、「苦悩する父親」の役割が与

えられている。第三場面では、娘CatherineとHigginsとの仲を心配し、第四場

面では、「妹がどういう人間か分からない男と交際することを認めた」と、

Nathanielに思慮不足を非難される。最後の第十場面では、息子に見捨てられ

た上、「娘が不幸に陥ったのは、出自不明の男との結婚を許した自分の責任で

ある」という自虐心にさいなまれ、Higginsが処刑された後、娘と共に異国の

地で人目を忍んで暮らす。
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このようにSquireHearnを中心に作品を読んでみると、「Ⅱ．場面設定の

解明」や、「Ⅲ．登場人物の役割」の（b）グループを論じた部分などで折に

触れて指摘したように、作者は、物語を単なる「恐怖物語」で終わらせないた

めに、Higginsの正体を暴く「主筋」に絡めて、SquireHearnをはじめとする

Higginsを取り巻く人間たちの「人生ドラマ」を描き込もうとしていることが

分かる。

「第六場面《DudgeonEpisode》の中で、attorneyの微妙な立場を描いたこ

と」（この場面の“therealisticrepresentationoftheBarfbrdattorney,par-

ticularlyinrelationtohisemployers,thecountlygentIy，，を、Sharpsが誉

めている（187)）や「第七場面で、老婆殺人事件を語るHigginsの人間像を浮

き彫りにしたこと」なども、恐怖物語の背後にある「人間模様」を浮きだたせ

ようとする作為の現れである。この作品を「人間'性をも盛り込んだ秀作」（北

川ｉｖ）とする批評は、Higginsの人生の背後に「人間ドラマ」が描かれている

ことを看破したものである。

Ｖ、結

本稿の要旨を整理すると、次のようになる。

まず、「Ｉ．序」で、「読者の恐怖心を煽るために作者が施した工夫」を解

明することが、本稿の目的である、と述べた。

次に、「Ⅱ．場面設定の解明」で、Higginsの正体を明らかにするまでの

suspenseを構築するために、作者は、①場面を頻繁に切り替え、②「起承転結」

構造を採用する、という二つの工夫を施していることを指摘した。合わせて、

(i）場面を特定する過程で判明したこととして、「副筋の存在」を示唆した。

「Ⅲ．登場人物の分析」では、主人公以外の登場人物を（a）（b）（c）の三

グループに分類し、その存在意義について考察した。その結果、作者は、③そ

の場限りの役割しか持たない人物を前半に多く登場させることによって、「こ

れらの人物がどう筋の展開に絡んでくるのか」という読者の予測を操作しよう

としていること、また、④Higginsが犯人であることを読者に示唆する人物を

用意していること、が分かった。同時に、（ii）登場人物によっては、殺人事件
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の背後にある「人間ドラマ」を偲ばせる役割をも負わされていることも指摘

した。

そして、「Ⅳ．主筋と副筋」では、物語中多く言及される「狩猟」と

｢SquireHeamの不幸」の意味について考え、作者は、suspense構築を主眼と

する「主筋」と、人間ドラマを描くことを主眼とする「副筋」に寄与させるた

めに、それぞれの記述を用意したと結論づけた（⑤（iii))。こうして「副筋の

存在」を確認した上、「副筋」によって、「主筋」が追求する「suspense構築」

だけでは描くことのできない「人間ドラマ」が描き込まれ、作品に膨らみが生

じていると述べた。

以上の考察から、作者は読者の恐怖心を煽る（即ち、suspenseを構築する）

ために、少なくとも五つの工夫（①②③④⑤）を施していることがお分かりい

ただけるであろう。そして、作品を唯の「恐怖物語」として終わらせないため

の配慮として、場面設定の面でも（(i))、登場人物の創造の面でも（(ii))、背

景描写の面（(iii)）でも、「副筋」を織り込む工夫をしていることも、お分か

りいただけたことであろう。

この作品には、「主人公Higginsが生きていない」（Duthiel95;Sharpsl88)、

｢hastycompositionによるsmallmistakesanddiscrepanciesの存在」（Baci‐

galupol67;Sharpsl88;Rubeniusl37）などの批判があるのは事実である。

また、「作者の故郷Knutsfordで実際に起こった話に基づいて書いたもの

(Chadwick35-36,38-39;Ganz207;Rubenius280;Wardxxxii;Whitfield６１）

だから、特に筋を練る必要がなかった（Sharpsl87-88；“Mrs・Gaskellseems

tohavethrowntogetherthelegendarymaterialwithoutattemptingtoorga-

nizeandorderit,，（Sharpsl88).)」として、「手抜き作品」とする酷評もある

(Wright８０)。勿論、「Higginsの人間像描写の確かさ」（Ohadwick39)、「nar‐

rationの巧みさ」（Duthie，‘`NotesonSomeGaskellStories'’16-17;Ward

xxxiii)、「Barfbrd社会が活写されていること」（Bacigalupol67)、「実在の人

物EdwardHigginsとは違う主人公RobinsonHigginsを作り上げた作者の手腕

の見事さ」（Sanders60)､などを認める肯定的評価（Payne２７）もある。
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いずれにせよ、本稿で試みた作品構造の分析によって、構造上の裏付けのな

い印象批評を下す弊を免れ、作者の作為を明らかにできたことだけは確かであ

ろう。

余談ながら、“WhiteHouse，，のモデルになった屋敷の隣家に、Mrs、

Gaskellは結婚前住んでいたことがあり（Sharpsl87)、thehighwaymanEd‐

wardHigginsの紹介記事を書いたHenryGreenというtheUmtarianMimster

ofKnutsfbrdの娘たちがこの屋敷を借りて寄宿学校を開いた際に、作者は娘の

FlorenceとJuliaを通わせた、とのことである（Chadwick40)。
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